
美しい石垣が400年の歳月を超え

わが国屈指の山城は今にその姿を伝える

竹田城跡
竹田城跡

石
垣

の
美

し
さ
を
４
０
０

年

の
歳
月

を
超

え
て
、
今
に
伝

え
る
和
田

山
町

・
竹
田

城
跡

。

東
方
の
小
高
い
所

か
ら
眺

め
る
と

、
南
方
を
頭

に
し
て
北
方
に
か
け
て
長

々
と
ふ
せ
て
い
る
虎

の
姿
態

に
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別

名
「
虎

臥
城
」
と
も
言
わ

れ

、
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い

る
。
昭
和
1
8
年

、
国

の
史
跡

に
指
定

さ
れ
た
。

竹
田

城
の
築
城
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
確

か
な
史
料

は
な
く
、
嘉

吉
３

年

了

４
４
３
）
山
名
持
豊
（
宗
全
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
、

太
田

垣
光
景

が
初
代

城

主

に
任

ぜ
ら
れ
た
と

す

る
口
碑

を
残
す

だ
け
で
あ

る

。

こ
の
竹
田
城
築
城
の
前
後
に
は
、
但
馬
守

護
山
名
氏
と
播
磨
守
護
赤
松
氏
と
の
間
に
深

刻
な
対
立
が
生

じ
、
し
ば
し
ば
軍
事
衝
突
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
情

勢
の
中
で
築
か
れ
た
竹
田
城
は
、
播
磨
・
丹

波
・
但
馬
の
交
通
上
の
要
で
あ
っ
た
。
更
に
は
、

城
郭
と
し
て
有
利

な
地
形
の
男
山
（
独
立
し

た
山
の
こ
と
。
他
の
山
と
つ
な
が
っ
て
い
る
山

を
女
山
と
い
う
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、
攻
守
の

拠
点
と
し
て
重
要

な
位
置
を
し
め
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

混
沌

と
し
た
戦
国
時
代

が
終
わ
り
を
告

げ
、
天
正
1
3年

Ｔ

５
８
５
）７
月
、
関
白
の
位

を
得
た
豊
臣
秀
吉
は
支
配
体
制
の
強
化
を
は

か
っ
て
、
大
名
の
配
置
換
え
を
お
こ
な
い
、
竹

田
城
に
は
赤
松
広
秀
が
配
置
さ
れ
た
。

慶
長
５
年

〒

６
０
０
）９
月
、
天
下
分
け

目
の
戦
い
・
関
ヶ
原
の
合
戦
は
、
東
軍
・
徳
川

家
康
の
勝
利
と
な
っ
た
。
西
軍
に
属

し
た
竹

田
城
主
・
赤
松
広
秀
は
敗
者
の
一
人
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
、
徳
川
方
と
し
て
鳥
取
城
を
攻

め
、
戦
功
を
あ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
城
下

に
火
を
放
っ
た
と
責
め
を
お
っ
て
、
鳥
取
市
内

に
あ
る
真
教
寺
境
内
で
自
刃

し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
、
但
馬
の
民
衆
は
広
秀
の
死

を
悼
み
、
八
鹿
町
大
森
に
「
腕
塚
」
を
つ
く
り
、

毎
年
‥
1
1
月
2
7日
～
2
8日
に
は
祭
祀
が
お
こ
な

わ
れ
た
と
い
う
。
城
主
を
亡
く
し
た
竹
田
城

は
取
り
つ
ぶ
し
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ

が
、
竹
田
城
落
城

か
ら
２
０
０
年

た
っ
た
寛
政
1
0年

〒

７
９
８
）
、
江
戸
よ
り

「
虎
臥
大
明
神
」
の
額
が
届
け
ら
れ
、
赤
松
広

秀
を
神

と

し
て
祀

る
こ
と

が
許

さ
れ

る
よ

う

に

な

っ
た

。
こ
の
額

は
現

在

も
地
元

で
保

管

さ
れ
て
お

り

、
毎
年
４
月
2
8
日

に
祭
祀

が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る

。

日

本

で
城

と
い
え
ば

、
大

規

模

な
石

垣

や

雄
大

な
天

守
閣

を
持
つ
大

阪
城

や
姫

路
城
を

思

い
浮

か
べ
る
人

が
多

い
だ
ろ

う
。
こ
の
よ

う

な
城

は

、
織
田

信
長

や
豊
臣

秀

吉

が
活

躍

し

た
安
土
桃
山

時
代

か
ら
江

戸
時
代

に
か
け
て

つ
く
ら

れ
た

も
の
で

あ

る
。
南
北

朝

時
代

か

ら
戦
国

時
代

の
激
動

期

に
つ
く

ら
れ
使
用

さ

れ
た
の
が

、
山
を
中

心

と
し
た
「
山
城
」
で

あ

る
。「
山
城

に
立
て
こ
も
る
」
と
い
う
言
葉

が
示

す

よ

う
に

、
城

は
本
来

敵

の
攻
撃

に
備

え
て

山

に
立
て
こ
も
り

、
そ
こ
で
戦
い
を
す
る
防

御

施
設

な
の
で

あ
る
。

竹
田

城
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
、
完
存
す

る
総
石

垣

造

り

の
遺
構

の
見

事

さ
に

あ

る
。

古

城
山

の
地
形

を
巧

み
に
利
用

し
た
縄
張

り

平

面

プ
ラ
ン
）
は
、
天

守
台
を
中
心
に
し
て
尾

根
の
三

方
向

に
「
北
千

畳
」
・
「
南
千
畳
」
・「
花

屋

敷
」
を
配

置

し

、
精

緻

で
か
つ
シ
ン
プ
ル
に

完
成

し
た
わ

が
国
屈

指
の
雄
大

な
山

城
と
し

て

知

ら
れ
て
い
る
。
但
馬

に
も
た
く

さ
ん
の

山
城

が
あ
っ
た

が
、
総
石
垣
の
山
城
は
竹
田

城

だ
け
で

あ
る
。

特
に
伝
統
的
な
古
式
穴
太
積
み
の
石
垣
は
見

応
え
が
あ
る
。
穴
太
積
み
と
は
、
築
城
の
石
工

集
団
「
穴
太
衆
」（
近
江
国
穴
太
の
里
の
人
々
・

現
在
の
大
津
市
坂
本
町
）の
石
垣
の
積
み
方
を

い
う
。
安
土
城
築
城
以
後
、
石
積
み
の
専
門
家

と
し
て
各
大
名
に
招
か
れ
、
伏
見
、
姫
路
、
彦

８
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自然の形を生かした穴太積みの石垣

和田山町竹田の町並みは景観形成地区

に指定され、城下町・宿場町の面影を

今に残している

根
、
江
戸
、
篠
山
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
高

知
、
金
沢
な
ど
に
出
向
い
て
重
用
さ
れ
た
。

穴
太
積
み
の
特
徴
は
、
加
工

を
加
え
な
い

自
然
の
ま
ま
の
石
に
面

、
い
わ
ゆ
る
「
野
面
」

を
用
い
て
石
垣
の
面
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

奥
行

き
の
あ
る
石
を
使
い
、
奥
に
は
「
栗
石
」

と
い
わ
れ
る
小
石

を
多
く
詰
め
込
み
、
水
は

け
を
よ

く
し
堅
固

さ
に
も
優
れ
て
い
る
。
石

を
積
む
と
き
は
図
面

を
つ
く
る
こ
と
な
く
、

石

の
姿
を
よ

く
覚
え
て
お
き
、
石

の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
面

が
合
う
と
こ
ろ
か
ら
積
ん
で

い
く
と
い
う
。
大
き
な
石

が
適
当
に
配

さ
れ

て
、
全
体
の
支
え
と
な
り
美
し
い
石
垣
を
生

み
だ
し
て
い
る
。

祖
先

が
残

し
て

く
れ
た
貴
重
な
文
化
遺

産
・
竹
田
城
跡
を
、
ど
の
よ
う
に
後
世
へ
伝
え

て
い
く
の
か
。
保
存
の
取
り
組
み
と
し
て
、
史

跡
指
定
地
の
拡
大
や
城
跡
ま
わ
り
の
用
地
を

公
有
地
化
し
、
も
っ
と
広
い
範
囲
の
発
掘
調
査

の
実
施
や
計
画

的
な
保
存
・
整
備
の
た
め
の
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や

対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

和
田
山
町
に
住
む
人
々
も
地
域
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
竹
田
城
跡
を
残
し
て
い
こ
う
と
、
昭
和

6
1年
「
竹
田
城
跡
保
存
会
」
が
民
間
組
織
と
し

て
結
成
さ
れ
た
。
現
在
会
員
は
約
１
４
０
名
、

竹
田

城
跡

の
学
習

や
会
報

の
発
行

な
ど
保

存
・
整
備
の
推
進
に
む
け
て
、
実
践
・
協
力
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
勉
強
し
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
」
が
平
成
1
3年
４
月
に
発
足
す

る
。
竹

田
城
跡
へ
登
る
と
き
、
ガ
イ

ド
を
頼
む
と
楽

し
く
案
内
し
て
く
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し

込
み
は
和
田
山
町
観
光
セ
ン
タ
ー

T
E
L
0
7
9
6

（
７
４
）
2
1
2
0
ふぷ
で
。

平
成
1
3年
夏

に
は
、「
山
城
の
郷
づ
く
り
」

事
業
の
主
要

施
設
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
特

産
物
加
工
施
設

が
、
竹
田

城
跡
の
ふ
も
と
に

あ
た
る
和
田

山
町
安
井
地
区

、
殿
地
区
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
戦
国
時
代
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
和
風
の
外
観
で
、
伝
承
料
理
研

究
家
の
奥
村
彪
生
さ
ん
の
助
言
で
、
地
元

の

食
材
を
生
か
し
た
料
理
を
出
す
。
加
工
施
設

で
は
、
豆
腐
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
み
そ
な
ど
の
地
元

特
産
品
を
製
造
販
売
す
る
予
定
だ
。

竹
田
城
跡
を
守
り
、
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

地
元

の
人
々
の
試
み
が
着
実
に
実
行
に
移
さ

れ
て
い
く
。
竹
田
城
跡
を
愛
す
る
人
々
の
熱

意

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
四
季
折
々
の

美
し
さ
を
奏
で
る
竹
田
城
跡
。
春
な
ら
桜
舞

う
城
跡
へ
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

協
力

Ｉ
和
田
山
町
教
育
委
員
会

・
産
業
課

９
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